
西小だより HP はこちら→

に し し よ う

「強く 正しく 健やかに」 令和６年 ５月２４日（金） 第３号 校長 都外川 潔
つよ ただ すこ れ い わ ねん がつ か きん だい ごう こ うちよう と ど かわ きよし

あいさつとは…
西大村小の子どもたちには、進んであいさつができる児童が多く、うれしく思っています。先日
にしおおむらしょう こ すす じ どう おお おも せんじつ

は、地域の方からも「子どもたちがよくあいさつしてくれてうれしいです。」とご連絡をいただきました。
ち いき かた こ れんら く

ただ、ときにはこちらからあいさつをしても、あいさつが返ってこないこともあります。
かえ

自主的に朝のあいさつ運動をしている子どもたちがいますが、その中の一人の子が困った顔で
じ しゅてき あさ うんどう こ なか ひ と り こ こま かお

相談に来ました。「校長先生、あいさつをしてもあいさつを返さない人があいさつをするようになるに
そうだん き こ うちょうせんせい かえ ひと

はどうしたらいいと思いますか？」この問いに対して、私はこう答えました。「そうですね…。以前は
おも と たい わたし こた い ぜん

私も、あいさつをしたらあいさつを返してほしいと思っていましたが、今は、あいさつを返してもらうた
わたし かえ おも いま かえ

めにあいさつをしているのではなく、こちらからあいさつをすることが大切だと思っています。」
たいせつ おも

ただ、こう答えたものの、やっぱり、あいさつをしても何も反応がないとさびしい気持ちになるのは
こた なに はんのう き も

十分わかります。あいさつの声は返ってこなくても、ぺこりと会釈をしてくれる子もたくさんいます。そ
じゅうぶん こえ かえ え しゃく こ

れだけでも気持ちは十分伝わるものです。あいさつはコミュニケーションの第一歩。みんなでこころ
き も じゅうぶんつた だいいっ ぽ

がけていきたいですね。

あいさつ運動…ありがとうございます！

西大村小の研究について
に し お お む ら しょう け ん きゅう

私たちは、全ての教育活動を大切にしていますが、その中でも、ここには特に力を入れていこう
わたし すべ きょうい くかつどう たいせつ なか と く ちから い

と、研究の主題を次のように決めています。
けんきゅう しゅだい つぎ き

確かな学力を身に付け、豊かな表現ができる児童の育成
たし がくりょく み つ ゆた ひょうげん じ どう い くせい

～国語科を中心とした読解力向上を図る授業改善を通して～
こ く ご か ちゅうしん どっかいりょくこ うじょう はか じゅぎょうかいぜん とお

長崎県教育委員会では、「読解力」を次のように定義しています。
ながさきけんきょうい く い いんかい どっかいりょく つぎ てい ぎ

「読解力」とは、教科等の枠を越えて、各教科等の土台となる能力
どっかいりょく きょう か と う わく こ かくきょう か と う ど だい のうりょく

→文章を正確に、速く理解できる。
ぶんしょう せいかく はや り かい

→文章と図、表、グラフ等の関係を捉えたり、知識をもとに推論したりすることができる。
ぶんしょう ず ひょう と う かんけい とら ち しき すいろん

このことを受けて、本校では、まず国語科を中心として読解力を高め、その力を各教科等に
う ほんこ う こ く ご か ちゅうしん どっかいりょく たか ちから かくきょう か と う

いかしていけるように、日々の授業で次のような読解力育成の視点を意識するようにしています。
ひ び じゅぎょう つぎ どっかいりょくい くせい し てん い しき

・教師の言葉が、意図どおりに児童に伝わるよう工夫する。（わかりやすく伝える。）
きょう し こと ば い と じ どう つた く ふう つた

・各学年の段階に応じて、読解力の基礎となる語彙力や漢字力、構文力等を高める工夫をする。
かくがくねん だんかい おう どっかいりょく き そ ご い りょく かん じ りょく こ うぶんりょくと う たか く ふう

・ねらいに即した「書く活動」を設定する。 など
そ く か かつどう せってい




